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平成 21 年 11 月 10 日 
改正 平成 24 年 7 月 2 日 

J-PARC 利用者各位 
J-PARC センター 

ユーザーズオフィス 
 

J-PARC 利用に伴い発生する産業廃棄物の処理方法について 
 

J-PARC 利用者が実験機器を持ち込んだ際に発生する梱包材などの産業廃棄物につ

いては、JAEA が契約している産業廃棄物処理業者に廃棄してもらうことが可能であり、

その費用について、現時点では、ユーザーズオフィスが負担することとしております。 
ただし、廃棄を依頼する場合、原子力科学研究所（以下「原科研」）内の「産業廃棄

物等一時保管施設」に搬入することが必要となりますが、発生者が適切に分別を行った

上で搬入するなど、廃棄物の搬入に際して必要な処理と手続きがありますので、以下に

記載する手順に従って適切な処理をお願いします。 
なお、当該処理が行えない場合には、利用者又は利用者を受入れているグループ、セ

クション、ディビジョン（以下「利用者等」）が、直接、産業廃棄物処理業者と契約す

る等の方法で廃棄していただくこととなり、その費用は利用者等の負担となります。 
また、年間の処理費用が多額になる場合には、利用者に処理費用を負担していただく

ことも検討させていただきますので、ご了承願います。 
 

記 
１．主な産業廃棄物と搬入前に必要な処理 
産業廃棄物の分類 搬入前に必要な処理 

木屑、木製パレット ①ボルト、ナット、釘等の金属は取り除く（金属は鉄くず）。 
②大きさは、原則 50 ㎝×50 ㎝、厚さ 10 ㎝以内に切断する。 

スポンジ等の廃プラ

類、ビニール製品等 
①長尺物は 50 ㎝以内に切断し、固縛する。 
②小物はポリ袋に入れる。 
③袋に利用者名、受入担当者の所属、氏名、TEL を記入する。 
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2. 廃棄依頼に必要な手続き 
(1) 「産業廃棄物発生報告書」の作成 

①利用者が「産業廃棄物発生報告書」（別紙）を作成し、受入先のセクション等の

確認印（所属長印）をもらったうえで、ユーザーズオフィスへ提出してください。

その後、ユーザーズオフィスが原科研総務課の承認をもらいます。 
 ②報告書の作成例を参考資料 1 に示しますので、別添として、産業廃棄物一覧表及

び廃棄物の写真をあわせて提出してください。 
(2) 「産業廃棄物一時保管施設」（別添図参照）への搬入は、次の二通りの方法があ

りますので、いずれかの方法により、搬入してください。 
 (a) 利用者が直接搬入する方法 

ユーザーズオフィスから、承認済みの「産業廃棄物発生報告書」をお渡ししま

す。当該書類を原科研総務課へ提示し、保管施設の鍵を借りたうえで、利用者が

直接、廃棄物を保管施設へ搬入し、別添図に示す保管施設内の所定の場所に廃棄

物の分類に従って置いてください。搬入後は速やかに鍵を原科研総務課に返却し

てください。 
 (b) JAEA に搬入を依頼する方法 

ユーザーズオフィスが搬入日を調整して原科研管材課へ運送依頼をします。 
1.に記載の搬入前処理を行い搬出の準備をしておいてください。原科研管財課

が直接取りに行きます。 
 
3. 参考資料 

参考資料 1：「産業廃棄物発生報告書」作成例 
参考資料 2：「一般・産業廃棄物分類表」（抜粋） 

 
以 上 



別　紙

発生元 所属長印

課 室 名

担当者名 電話番号

発生区域　

□　第１種管理区域 □　第２種管理区域 □　非管理区域

発生場所（施設・建家名） 発生年月日

発生理由

廃棄物の名称・材質・数量

産業廃棄物一時仮置き場への搬入方法

□　持ち込み □　物品運送依頼（管財課） □その他（　　　　　　）

承認番号

合　計

（注）➀管理区域内で発生した産業廃棄物については必ず物品汚染検査票

　　　　　を添付すること。

　　　➁管財課へ運送依頼した場合は必ず総務課承認後の本伝票（写）を添

　　　　付すること。

産業廃棄物発生報告書

数　量（ｋｇ）品　　名 規　格・材　質

総務課承認印

発生元　→　総務課　→発生元（写）



発生場所 品　名 数　量 重　量(Kg)

小　計 0 0.0

小　計 0 0.0

小　計 0 0.0

小　計 0 0.0

0 0.0

産業廃棄物一覧表　（産業廃棄物発生報告書添付資料）

品名Ａ　　合　計

品名Ｂ　　合　計

品名Ｃ　　合　計

総　計





発生元 所属長印

課 室 名

担当者名 電話番号

発生区域　

□　第１種管理区域 □　第２種管理区域 ■　非管理区域

発生場所（施設・建家名） 発生年月日

発生理由

廃棄物の名称・材質・数量

産業廃棄物一時仮置き場への搬入方法

□　持ち込み ■　物品運送依頼（管財課） □その他（　　　　　　）

承認番号

○○　○○ 81-○○○○

ニュートリノグループが用いる機器等を梱包する際に用いられていた梱包材。

合　計 33.8

28.2

5.6

（注）➀管理区域内で発生した産業廃棄物については必ず物品汚染検査票

　　　　　を添付すること。

　　　➁管財課へ運送依頼した場合は必ず総務課承認後の本伝票（写）を添

　　　　付すること。

スポンジ

ビニール袋

産業廃棄物発生報告書（作成例）

数　量（ｋｇ）品　　名 規　格・材　質

HENDEL 1階 大実験室115　　J-PARCリニアックHe冷凍機室　
平成21年4月22日（4月～5月のような表記でもよい）

参考資料１

総務課承認印

J-PARCセンター　素粒子原子核ディビジョン　（セクションがある場合にはセクション名も）

発生元　→　総務課　→発生元（写）



発生場所 品　名 数　量 重　量(Kg)

1 4.0

1 3.1

1 3.4

1 3.2

1 4.5

1 5.1

1 2.6

1 2.3

小　計 8 28.2

1 1.2

1 3.0

1 0.7

小　計 3 4.9

ビニール袋 1 0.7

小　計 1 0.7

8 28.2

4 5.6

12 33.8

産業廃棄物一覧表　（産業廃棄物発生報告書添付資料）（作成例）

ヘンデル棟1階大実験室

スポンジ

ヘンデル棟1階大実験室

ビニール袋

総　計

J-PARCリニアックHe冷凍機室

スポンジ　　合　計

ビニール袋　　合　計






